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12121212 月月月月 7777 日に、第日に、第日に、第日に、第 6666 回の憲法調査会回の憲法調査会回の憲法調査会回の憲法調査会（通（通（通（通

算算算算 18181818 回目）が開かれました。回目）が開かれました。回目）が開かれました。回目）が開かれました。

◎憲法調査会委員の異動

　憲法調査会の委員について、以下のとおり異動

がありました。

12 月 5 日
辞　　任　　　　　　　補欠選任

　額賀福志郎君（自民）　茂木　敏充君（自民）

　柳澤　伯夫君（自民）　大島　理森君（自民）

12 月 6 日
辞　　任　　　　　　　補欠選任

　村井　　仁君（自民）　佐田玄一郎君（自民）

日本国憲法に関する件日本国憲法に関する件日本国憲法に関する件日本国憲法に関する件

（（（（21212121 世紀の日本のあるべき姿）世紀の日本のあるべき姿）世紀の日本のあるべき姿）世紀の日本のあるべき姿）

　標記を議題として、以下の参考人からの意見聴

取とそれに対する質疑が行われました。

◇午　　前

参  考  人
　松　本　健　一君（評論家・麗澤大学教授）

質疑者

　平沢　勝栄君（自民）　　中野　寛成君（民主）

　赤松　正雄君（公明）　　武山百合子君（自由）

　山口　富男君（共産）　　日森　文尋君（社民）

　宇田川芳雄君（21 ｸﾗﾌﾞ） 小池百合子君（保守）
◇午　　後

参  考  人
　渡　部　昇　一君（上智大学教授）

質疑者

　田中 紀子君（自民）　　牧野　聖修君（民主）

　太田　昭宏君（公明）　　達増　拓也君（自由）

　春名　 章君（共産）　　辻元　清美君（社民）

　宇田川芳雄君（21 ｸﾗﾌﾞ） 小池百合子君（保守）
　参考人の意見陳述の要旨及び参考人に対する質

疑の概要は、それぞれ以下のとおりです。

松松松松本健一本健一本健一本健一参考人の意見陳述の要旨参考人の意見陳述の要旨参考人の意見陳述の要旨参考人の意見陳述の要旨

はじめに

　日本は、これまで、幕末・維新期の「第一の開

国」、太平洋戦争の敗戦時の「第二の開国」を経験

し、現在は「第三の開国」期にある。

１．じぶんの国はじぶんで守る

　・「第三の開国」期において、世界では、冷戦の

終了により東西両陣営による対立の構図が消

滅し、また、人・モノ・カネ・情報が国境を

越えて相互に行き交うグローバリゼーション

が進展している。このような状況下において

は、「じぶんの国はじぶんで守る」ことなくし

ては、世界史の中で、独自の存在を維持し、

自国の国土、文化、歴史等を守っていくこと

が困難になっている。

２．ナショナル・アイデンティティの再構築

　・「じぶんの国はじぶんで守る」ために、「じぶ

んの国」とは何か、すなわち、ナショナル・

アイデンティティを、軍事力、経済力によっ

てではなく、文化を主体として再構築する必

要がある。

　・例えば、台湾及び中国において新たな歴史教

育が試みられているように、世界各国でも、

ナショナル・アイデンティティの再構築が行

われつつある。

３．「国民憲法」

　・「第三の開国」期である今日、「じぶんの国は

じぶんで守る」という国民意思の上に立った

｢国民憲法」を新たに制定すべきである。

　・自衛隊は憲法に違反しているので、まやかし

はやめて、9 条に第 3 項を設けて、自衛軍の
保持を明記すべきである。

４．首相公選、もしくは国民投票制

　・首相公選制、ナショナル・アイデンティティ

の根幹にかかわるような重大な事項に関する

国民投票制は、国内の対立を助長し、衆愚政

治に陥る危険性も有しているが、国民自身が

政治的な責任を認識し、政治に関心を持つと

いう利点を有しているので、憲法において制

度化するべきである。

５．天皇制との関係

　・象徴天皇制は、権力から切り離された日本独

自の文化システムである。

　・首相公選制の導入は、大統領的首相の出現を

招き、天皇制に抵触するとの主張もあるが、

天皇は一切の権力から離れた文化的象徴であ

るべきであるから、その主張は当たらない。

◎各委員からの質疑事項◎各委員からの質疑事項◎各委員からの質疑事項◎各委員からの質疑事項

平平平平　沢　勝　栄君　沢　勝　栄君　沢　勝　栄君　沢　勝　栄君（自民）（自民）（自民）（自民）

・参考人の言う「ナショナル・アイデンティティ」

を培っていくには、どうしたらよいか。

・参考人は、天皇は政治権力からは完全に切り離

し、文化的な権威、象徴としての存在であるべ

きとの考えだが、天皇による外交等もなるべく

制限的であるべきとの考えか。天皇が頻繁に外

出や発言をすることを通じて、国民との間の垣

根を低くしようとする姿勢と、そのようなこと

は極力慎む姿勢とでは、どちらが好ましいと考
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えるか。

・参考人は、首相公選制の導入を主張しているが、

議院内閣制との関係をどのように整理するのか。

・永住外国人に地方参政権を認める考えをどう思

うか。

・教育基本法の改正を含めて、これからの教育の

在り方について所見を伺いたい。

中中中中　野　寛　成君　野　寛　成君　野　寛　成君　野　寛　成君（民主）（民主）（民主）（民主）

・ＥＵの超国家理念に見られるような“国際協調

主義”と「ナショナル・アイデンティティ」の

確立を目指すという“国家主義”との交錯をど

のように考えるか。

・首相公選制を導入した場合、天皇は元首ではな

いということか。その場合、天皇の権威と権力

の関係はどう理解すべきか。

赤赤赤赤　松　正　雄君　松　正　雄君　松　正　雄君　松　正　雄君（公明）（公明）（公明）（公明）

・参考人が指摘する「日本国憲法の制度疲労」と

は、どのような点で見受けられるのか。

・私見では、集団的自衛権は認めるべきでないが、

国連等を中心とした集団安全保障への参加につ

いては憲法に書き込んだ方がいいと考えている。

参考人は、これらの点についてどう思うか。

・「ナショナル・アイデンティティ」、愛国心と地

球レベルでの協調性との関係をどう理解するか。

・参考人は明治維新から現在までの歴史を「三つ

の開国」という概念で区分しているが、このよ

うに明確に区分をすることは困難ではないか。

武武武武　山　百合子君　山　百合子君　山　百合子君　山　百合子君（自由）（自由）（自由）（自由）

・前回の参考人である石原 太郎東京都知事は、

｢マッカーサー憲法」を否定し、新たな憲法を制

定すべきであると主張していたが、参考人は新

憲法を制定することと、現行憲法を改正するこ

とのどちらが望ましいと考えるか。

・これからの憲法を議論する際、日本の歴史の確

認をする必要があると考えるが、いかがか。

・「各議院の総議員の３分の２以上の賛成による

発議」という現行の憲法改正手続の下で、憲法

改正が可能であると考えるか。自由党の新憲法

草案では「過半数の賛成による発議」に改める

ものとしているが、参考人はどう思うか。

・国際貢献について、これまでの日本は経済面で

の貢献が主であったが、今後、どのような役割

を果たすべきと考えるか。

山山山山　口　富　男君　口　富　男君　口　富　男君　口　富　男君（共（共（共（共産）産）産）産）

・南北朝鮮の対話、東南アジア非核地帯条約等の

ように、アジアで平和を求める動きが進行して

いる状況を踏まえれば、９条に自衛軍の保持を

明記するという参考人の考えは不適切であり、

９条を完全実施する途をとるべきではないか。

・参考人の言う「第三の開国」の認識において、

途上国に対する公平・平等な経済環境の確立、

貧困格差の是正、地球環境の保護等をどのよう

に位置付けるのか。

・参考人は「国民主権の明確化」を主張するが、

国民主権に反するどのような現状があると認識

しているのか。

日日日日　森　文　尋君　森　文　尋君　森　文　尋君　森　文　尋君（社民）（社民）（社民）（社民）

・最近の教育においては、歴史を歪めて教えよう

という動きがあると思われるが、参考人はどう

思うか。

・日本国憲法の｢平和主義｣を、日本の「ナショナ

ル・アイデンティティ」とすべきではないのか。

・参考人は９条を改正して自衛軍の保持を規定す

べきとの考えであるが、アジア諸国に対しては

逆効果となるのではないか。

宇宇宇宇田川　芳　雄君田川　芳　雄君田川　芳　雄君田川　芳　雄君（（（（21212121 ｸﾗﾌﾞ）ｸﾗﾌﾞ）ｸﾗﾌﾞ）ｸﾗﾌﾞ）

・首相公選制を導入すべきという参考人の考えに

賛成であるが、首相公選制の長所、短所をどの

ように考えるか。

・私見では、首相の権限を強くするべきであると

考えるが、首相公選制を導入するとしても、議

院内閣制との関係を整理しなければ、首相の権

限が制約されるのではないか。

・国民投票の実施には賛成であるが、国民投票を

制度として憲法や法律に規定することは、議会

制民主主義と矛盾するのではないか。

小小小小　池　百合子君　池　百合子君　池　百合子君　池　百合子君（保守）（保守）（保守）（保守）

・「アイデンティティ」という言葉を適切な日本語

で表現すると、どのように表現できるのか。

・若い人には自分の国を守るという気概がないの

は、何に原因があると考えるか。

・首相公選制がポピュリズム（大衆迎合主義）に

なることを防ぐため、例えば、国会議員 30 人
の推薦を立候補の条件とすることについて、ど

う思うか。また、首相公選制を導入した場合、

国家元首は天皇になるのか、首相になるのか。

渡渡渡渡部昇一参考人の意見陳述の要旨部昇一参考人の意見陳述の要旨部昇一参考人の意見陳述の要旨部昇一参考人の意見陳述の要旨

１．戦前の日本の反省点

　・戦前の日本は、有色人種として初めての自主

憲法たる大日本帝国憲法の下、近代化及び民

主化の道を着実に歩んでいた。

　・しかし、共産主義革命たるロシア革命の影響

を受けた｢右翼 (という名の左翼 )｣や軍部、官
僚の台頭により、次第に国家社会主義的風潮

を強め、自由主義と敵対することとなった結

果、破綻した。

２．戦後の日本の反省点

　・戦後の日本は、重工業を中心に発展を遂げ、

アメリカをしのぐ経済大国となった。

　・しかし、官僚組織が私有財産制を軽視し、社

会主義的政策を続けたことが原因となって、

冷戦構造崩壊後の自由市場の展開の中で、日

本経済は破綻した。

３．明るい将来のための道

　・我が国は、二度にわたる失敗の反省に立って、

私有財産制の廃止、相続権の廃止、生産･流通

手段の国有化といった「マルクス主義」のマ
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インドコントロールから脱却すべきである。

　・私有財産を守るためには、適切な税制が必要

である。具体的には､相続税を全廃し､遺留分

を廃止し､所得税を一律 10%にすべきである。
　・税制を改革することにより、人、カネ、モノ、

情報等が集まり、国家運営を有利に進めるこ

とができる。

４．明るい将来のための憲法

　・私有財産が守られることを世界に明らかにす

るため、税率の上限を憲法に規定すべきであ

る。

◎各委員からの質疑事項◎各委員からの質疑事項◎各委員からの質疑事項◎各委員からの質疑事項

田田田田　中　　中　　中　　中　 紀子君紀子君紀子君紀子君（自民）（自民）（自民）（自民）

・参考人は、内閣総理大臣の職務権限の範囲及び

職務権限を効率よく行使するための方策につい

て、それぞれどのように考えるか。

・内閣総理大臣に大統領的な権限を与えるよう内

閣法を改正すべきとする意見について、どのよ

うに考えるか。

・天皇制を存続させていくことについて、どう考

えるか。

・参考人は、９条についてどのような認識を持っ

ているか。

牧牧牧牧　野　聖　修君　野　聖　修君　野　聖　修君　野　聖　修君（民主）（民主）（民主）（民主）

・現在の閉塞状況を打破するためには、自己責任、

自助努力や効率を求めるだけでは無理であって、

やはり一定の規制・保護と自由競争とのバラン

スのとれた政策が必要なのではないか。

・効率万能主義だけを求めた結果、昨今の企業や

医療現場での不祥事が引き起こされていると考

えるが、いかがか。

・参考人は、今後、我が国の教育はどうあるべき

だと考えるか。

太太太太　田　昭　宏君　田　昭　宏君　田　昭　宏君　田　昭　宏君（公明）（公明）（公明）（公明）

・日本の軍国主義への傾斜を止めることができな

かった大日本帝国憲法には、どのような欠陥が

あったのか。また、統帥権を有する天皇は、大

日本帝国憲法以前の天皇制の在り方と異なるの

か。さらに、日本が「侵略」を始めた時期につ

いての参考人の認識を伺いたい。

・市場改革の論議がアメリカ主導の下に進んでい

る今日の経済情勢において、日本のアイデン

ティティを確保する観点から、所得格差是正の

ためのセーフティーネットを設ける等経済に係

る仕組み自体を変革させる必要があるのではな

いか。

達達達達　増　拓　也君　増　拓　也君　増　拓　也君　増　拓　也君（自由）（自由）（自由）（自由）

・減税こそ財政再建の決め手になるのではないか。

・現行憲法は 20 世紀的なものであり、21 世紀を
展望するに当たっては、国際化、情報化等を考

慮した憲法を志向すべきであると考えるが、い

かがか。

・日本人のこころの在り方、文化・伝統、教育問

題等については、国が一定の方向性を示すべき

と考えるが、いかがか。

春春春春　名　　名　　名　　名　 　章君　章君　章君　章君（共産）（共産）（共産）（共産）

・戦前の日本について反省すべきことは、侵略戦

争を行ったことであり、専制支配を行ったこと

でないか。また、戦争の違法化の歴史の先端に

ある９条の方向に日本が進むことが、21 世紀の
道を切り開くのではないか。

・税制問題を憲法に照らして考える場合、憲法の

どの点に着目して考えるべきか。

・「金持ち優遇」税制等の税負担に係る不平等の解

消が必要なのではないか。また、参考人が主張

する税の定率化は、いっそう逆進性を促進する

のではないか。

・徴収された税の使途の不透明性、無駄遣いの問

題等税制のゆがみについて、どのように考える

か。

辻辻辻辻　元　清　美君　元　清　美君　元　清　美君　元　清　美君（社民（社民（社民（社民））））

・経済のグローバリゼーションについては、その

プラス面及びマイナス面を認識した上で、的確

に把握する必要があると思うが、いかがか。

・「大きな政府｣か｢小さな政府｣かという対立は言

い換えれば｢公助｣と｢自助｣のいずれの仕組みが

よいかという対立であるが、今後は、そのいず

れとも異なる｢共助｣という発想が重要になると

思う。これについて、参考人はどう考えるか。

・環境保護の観点から、地球全体のキャパシティ

を考慮した経済政策が必要であると思うが、い

かがか。

宇宇宇宇田川　芳　雄君田川　芳　雄君田川　芳　雄君田川　芳　雄君（（（（21212121 ｸﾗﾌﾞ）ｸﾗﾌﾞ）ｸﾗﾌﾞ）ｸﾗﾌﾞ）

・日本国憲法はさまざまな自由を保障しているが、

参考人が、最も重要と考える自由、あるいは他

に必要であると考える自由は何か。

・農地や中小企業の円滑な承継を阻害している税

制の改革について、参考人の所見を伺いたい。

小小小小　池　百合子君　池　百合子君　池　百合子君　池　百合子君（保守）（保守）（保守）（保守）

・英語の公用語化について、参考人の所見を伺い

たい。

・マスコミは国民に伝えるべきことを伝えず、逆

に国民をマインドコントロールしようとしてい

るように思うが、いかがか。

・日本人が戦略的思考を持てるようにするための

インフラ整備として、何が必要と考えるか。

憲憲憲憲    法法法法    調調調調    査査査査    会会会会    のののの    今今今今    後後後後    のののの    予予予予    定定定定

　憲法調査会では、現在、「21 世紀の日本のある

べき姿」について、各界の有識者から意見を聴取

するかたちで、調査を進めています。

　現在までに、確定している調査の日程は、次ペー

ジのとおりです（12.21 は、午前のみの開会とな
ります）。
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≪衆議院憲法調査会の今後の開会予定≫≪衆議院憲法調査会の今後の開会予定≫≪衆議院憲法調査会の今後の開会予定≫≪衆議院憲法調査会の今後の開会予定≫

日  付
開会

時刻
参　　　　考　　　　人

H12.
12.21
（木）

午前

9：00
国際基督教大学教養学部教授

村  上  陽  一  郎君

H13.
　2. 8
（木）

開会時刻、参考人等については、

現在調整中です。

注：諸般の事情により変更となる場合があります。

ご　利　用　く　だ　さ　い　ご　利　用　く　だ　さ　い　ご　利　用　く　だ　さ　い　ご　利　用　く　だ　さ　い　!!!!!!!!

衆議院ホームページ掲載情報衆議院ホームページ掲載情報衆議院ホームページ掲載情報衆議院ホームページ掲載情報

　衆議院のホームページには、憲法調査会の独自

のサイトが設けられております。

http://www.shugiin.go.jp/itdb_main.nsf/ht
ml/index_kenpou.htm
　こちらでは、以下の情報が入手できます。

・憲法調査会委員の名簿

・憲法調査会の設置に至る経緯

・憲法調査会の今後の開会予定

・今国会の憲法調査会の動き

・先国会までの会議日誌

・憲法調査会に出席した参考人から机上に配付さ

れた会議資料（PDF ファイル）
・意見窓口「憲法のひろば」に寄せられている意

見の概況

・「衆議院憲法調査会ニュース」のバックナンバー

（PDF ファイル）
　※こちらで、メールマガジンによるニュースの

配信の受付も行っております。

・平成 12 年の憲法記念日に公募した論文の中か
ら、優秀と選定された論文（19 件）

・平成 12 年海外派遣調査報告書（PDF ファイル）
・日本国憲法

・衆議院憲法調査会規程

　なお、英文ホームページにもサイトがございま

すので、ご覧になって下さい。

http://www.shugiin.go.jp/itdb_main.nsf/ht
ml/index_e_kenpou.htm

憲法調査会の会議録＆中継について憲法調査会の会議録＆中継について憲法調査会の会議録＆中継について憲法調査会の会議録＆中継について

　憲法調査会の会議録は、衆議院及び国立国会図

書館がインターネット上で公開しております。

≪衆議院会議録議事情報≫

http://www.shugiin.go.jp/itdb_main.nsf/ht
ml/index_kaigiroku.htm

≪国立国会図書館≫

http://kokkai.ndl.go.jp/
　なお、印刷された会議録については、「衆栄会」「衆栄会」「衆栄会」「衆栄会」

において予約販売しております。

【問合せ先】

・衆栄会（衆議院第二別館２階）

　〒100－0014
　　東京都千代田区永田町 1－6－3
　　TEL　03（3581）5111　内線 2682
　　FAX　03（3580）4889

　また、憲法調査会の審議は、インターネット中

継を利用することによって、生中継のほか、録画

による過去の中継も視聴が可能です。

http://www.shugiintv.go.jp/
　なお、審議中継は、民間の CS 放送「国会「国会「国会「国会 TV」」」」
と契約することによっても見ることができます。

「憲「憲「憲「憲  法法法法 のののの ひひひひ ろろろろ ば｣ば｣ば｣ば｣ にににに  つつつつ  いいいい  てててて

　憲法について広く国民の意見を聴くため、今年

の 2 月下旬から開設された「憲法のひろば」には、
これまでに数々の意見が寄せられています。

　寄せられている意見の内訳は、以下のとおりと

なっています。（12/6 現在）
◎受  付  意  見  総  数：６９４件
◎媒  体  別  内  訳

葉　書 382 封　書 152
ＦＡＸ 80 E-mail 80

◎分  野  別  内  訳
前 文 25 天 皇 41
戦 争 放 棄 429 権利・義務 46
国 会 23 内 閣 20
司 法 6 財 政 8
地 方 自 治 8 改 正 規 定 5
最 高 法 規 6 そ の 他 401

　　複数の分野にわたる意見が寄せられる場合が

ありますので、分野別の内訳の総数は、受付総

数とは一致しません。

【憲法調査会に国民の声を！】【憲法調査会に国民の声を！】【憲法調査会に国民の声を！】【憲法調査会に国民の声を！】

　憲法調査会では、憲法に関して広く国民の意見

を聴くため、『憲法のひろば』を設けています。

　憲法について、さまざまな意見を寄せていただ

けますよう、皆様のご協力をお願い申し上げます。

　宛先は、以下のとおりです。

FAX 03－3581－5875
E-mail kenpou@shugiin.go.jp
郵　便　〒100-8960　千代田区永田町 1-7-1
　　　　　衆議院憲法調査会「憲法のひろば」係

　いずれのご意見も、住所、氏名、年齢、職業、

電話番号を明記して下さい。
憲法調査会は、毎月 2回程度、衆議院第 18委員室にて開会されています。（木曜日定例）

http://www.shugiin.go.jp/itdb_main.nsf/html/index_kenpou.htm

※　※　※　※　「憲法調査会ニュース」は、電子メールを用いたメー「憲法調査会ニュース」は、電子メールを用いたメー「憲法調査会ニュース」は、電子メールを用いたメー「憲法調査会ニュース」は、電子メールを用いたメールマガジン方式によっても配信が可能でルマガジン方式によっても配信が可能でルマガジン方式によっても配信が可能でルマガジン方式によっても配信が可能で

す。電子メールによる配信をご希望の場合、下記アドレスにす。電子メールによる配信をご希望の場合、下記アドレスにす。電子メールによる配信をご希望の場合、下記アドレスにす。電子メールによる配信をご希望の場合、下記アドレスに「配信希望」の旨をご連絡下さい。「配信希望」の旨をご連絡下さい。「配信希望」の旨をご連絡下さい。「配信希望」の旨をご連絡下さい。

kenpou@shugiin.go.jp


